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福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
の
今
冨
廣
子
会
長
を
は
じ
め
、地

区
社
協
や
福
祉
委
員
の
代
表
も
委
員
と
し
て
協
力
し
た
「
第
４
次
福

井
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、令
和
４
年
４
月
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ〈
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社
会
の
実
現
〉

の
視
点
を
踏
ま
え
、「
力
を
合
わ
せ
て
地
域
福
祉
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
理
念
に
、「
ひ
と
づ
く
り
」「
つ
な
が
り
づ
く
り
」

「
ま
ち
づ
く
り
」の
３
つ
の
基
本
目
標
に
向
け
て
１８
の
取
り
組
み
を
す

す
め
る
も
の
で
す
。

　

福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
で
は
、各
地
区
社
協
や
市
社
協
と

連
携
し
、地
域
社
会
の
つ
な
が
り
に
よ
る
助
け
合
い
、支
え
合
い
の
輪

が
広
が
る
よ
う
、理
解
促
進
と
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

多
種
多
様
な
生
活
の
困
り
ご
と
に
つ

い
て
周
囲
に
理
解
し
て
も
ら
い
、活
動

の
参
加
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、地
域
住

民
の
意
識
啓
発
を
図
る「
ひ
と
づ
く
り
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
や
団
体
な
ど

が
出
会
い
、交
流
を
深
め
る
場
を
広
め
、

い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
合
え
る
関
係
を

再
構
築
し
、新
た
な
つ
な
が
り
が
生
み

出
せ
る
よ
う
「
つ
な
が
り
づ
く
り
」に
取

り
組
み
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
に
取
り
組
む
個
人
や

団
体
、企
業
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
特
徴
を
活
か
し
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
、住
民
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

第４次福井市地域福祉
活動計画の冊子

３
つ
の
基
本
目
標

３
つ
の
基
本
目
標

ひ
と
づ
く
り

見
つ
け
る
、育
て
る
、

活
か
す

目
標
の 

１

活
動
の
柱

第４次地域福祉
活動計画の具体
的な内容は、Ｗｅ
ｂサイト内の該当
ページをご覧く
ださい。（右記の
QRコードからご
覧いただけます）

つ
な
が
り
づ
く
り

出
会
う
、ふ
れ
あ
う
、

響
き
合
う

ま
ち
づ
く
り

広
め
る
、支
え
る
、

高
め
る

第４次福井市地域福祉活動計画が
　　　　　　　スタートしました！
第４次福井市地域福祉活動計画が
　　　　　　　スタートしました！

吉田会長（右）に計画の冊子を手渡す奥西委員長（中）と今冨副委員長（左）吉田会長（右）に計画の冊子を手渡す奥西委員長（中）と今冨副委員長（左）

◆福井市社協のホームページからバック
　ナンバーをご覧いただけます

第50 号
発行日

令和4年6月



（2）

　

令
和
4
年
度
は
福
祉
委
員
の
改
選
の

年
で
す
。
3
月
26
日
㈯
東
藤
島
地
区
社

協
を
皮
切
り
に
、
各
地
区
で
の
福
祉
委
員

委
嘱
状
交
付
式
及
び
研
修
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
ず
、
福
祉
委
員

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
け
る
よ
う

各
地
区
で
の
開
催
に
切
り
替
え
ま
し

た
。

　

東
藤
島
地
区
で
の
交
付
式
で
は
、
野

路
次
夫
会
長
が
福
祉
委
員
一
人
ひ
と
り

に
委
嘱
状
を
手
渡
し
、「
見
守
り
活
動
が

第
一
の
基
本
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
福
祉

委
員
活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
で
は
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
取

り
入
れ
た
動
画
を
用
い
て
、
市
社
協
職

員
が
福
祉
委
員
の
役
割
や
活
動
内
容
、

ま
た
活
動
を
進
め
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

や
留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
聞
き
取
っ
た
内
容
を
熱

心
に
メ
モ
さ
れ
、「
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
て
よ
か
っ
た
!
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。

　

こ
の
動
画
は
、
福
井
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
Y
o
u
t
u
b
e「
ふ
く
み
ん
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
、
い
つ
で
も
ど
な
た
で
も

気
軽
に
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

福
井
市
地
区
社
協
連
絡
協
議
会
で

は
、
新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
１
，
５
７
１

名
の
福
祉
委
員
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
た
め
、
研
修
会
の
開
催
や
研
修
内

容
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

福祉委員委嘱状交付式及び研修会で動画を視聴する福祉委員

１　会員会費・共同募金 （会費や募金の種類、募金の使途他）
２　啓発・ふれあい事業、食事サービス事業
　　　　　　　　　　　　 （事業計画や予算、決算書の記入方法他）

３　自治会型デイホーム事業 （補助金の基準や加算、会計の手順他）
４　地区社協会計事務 （会計の考え方、手当や講師謝金の源泉徴収の仕方他）
５　地区社協事務 （配付された事務用ファイルを中心に説明）

福
祉
委
員
一
斉
委
嘱
式
か
ら 

各
地
区
で
の
開
催
へ
!!

福
祉
委
員
一
斉
委
嘱
式
か
ら 

各
地
区
で
の
開
催
へ
!!

　 地区社協活動への理解と実務を学ぶ「地区社協活動説明会（詳細版）」を５月９日（月）
に開催し、地区社協関係者５０名が参加しました。
　 この説明会は、大きく５つのプログラム（下記参照）に分けて時間割を組み、地区社協
の方々がより詳しく知りたい内容を選択して参加できるようにしました。
　新型コロナウイルスの影響で３年ぶりの開催でしたが、参加者からは、「詳しい説明で
わかりやすかった」「手引書なども準備されていて理解ができました」などの声が聞かれ
これからの活動への安堵感が広がったようでした。
　地区社協連協では、地区社協のみなさんが円滑に活動を進めていけるよう定期的に開催
し、今後もバックアップしていきます。

　地区社協活動説明会（詳細版）３年ぶりに開催！！　地区社協活動説明会（詳細版）３年ぶりに開催！！

「ふくみん
チャンネル」
QRコード

説明会　５つのプログラム　



地区名
木 田
　豊　
足 羽
　湊　
春 山
宝 永
順 化
松 本
日之出
　旭　
日 新
清 明
東安居
社 南
社 北
社 西
麻生津

あ
た
ご

不　

死　

鳥

み　

な　

み

　会 長 名
平　　重道
山田　耕一
宮﨑　孝司
梶本　重成
島川由美子
松成　嘉實
村田　眞一
黒川　俊枝
毛利　茂則
渡邉　本爾
中川　忠洋
奥村　清治
倉野八十夫
内田　佳次
吉田　晴美
今冨　廣子
辻森　直邦

地区名
和 田
円 山
啓 蒙
岡 保
東藤島
西藤島
中藤島
河 合
森 田
明 新
安 居
一 光
殿 下
越 廼
清水西
清水東
清水南
清水北

　会 長 名
清川　忠幸
吉岡　和子
道端利枝子
吉村　義昭
野路　次夫
中田　欽也
白﨑　和子
北川　幸秀
三澤　高信
加賀のぞみ
牧野　　忍
竹田　法英
竹原　健一
山本　正男
野村　藤孝
鎌田　正弘
荒井　彦一
白﨑　俊雄

あ　

ず　

ま

九　

頭　

龍

光

地区名
大安寺
国 見
　鶉　
　棗　
鷹 巣
本 郷
宮ノ下
酒 生
一 乗
上文殊
文 殊
六 条
東 郷
美 山

　会 長 名
田安　敏男
刀祢　茂美
清川　清治
宇佐美敏男
丸山喜美恵
松並久太夫
小西　安一
宮浦知恵子
朝倉由美子
増永　秀一
乗川　重一
寺横　紀廣
前川まゆみ
辻本　治男

川　
　

西

足　
　

羽

★は新任の会長

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

今 冨 廣 子
清 川 忠 幸
三 澤 高 信
宮 﨑 孝 司
島　川　由美子
辻 森 直 邦
竹 田 法 英
松　並　久太夫
辻 本 治 男
梶 本 重 成
松 成 嘉 實

（社　西）
（和　田）
（森　田）
（足　羽）
（春　山）
（麻生津）
（一　光）
（本　郷）
（美　山）
（　湊　）
（宝　永）

全 市

あ ず ま

九 頭 龍

あ た ご

不 死 鳥

み な み

　 光 　

川 西

足 羽

全 市

全 市

会 長

副 会 長

副 会 長

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

理 事

監 事

監 事

(任期 ： 令和6～7年度の２年間)

よろしく
お願い
します！

（敬称略）（令和6年6月1日現在）

地区社協連協役員

（3）

　河合地区では、２月２８日（水）災害時の対応をスムーズに行えるよう、まずは横の
つながりをつくろうと、初めて、福祉関係者と防災関係者が一堂に会し、情報交換
会を開催しました。
　地区社協や地区自主防災会の役員、公民館職員、8 名が参加し、各団体の活動紹介や「河合地区災害時緊急
連絡配信」の登録状況などについて報告をしました。
　情報交換では、「自治会や民生委員等で情報を共有している自治会もあるが、そうでない自治会もある」「6月
の総合防災訓練では、自治会単位で安否確認の訓練ができるようにしていきたい」など、意見を出し合いました。
　今後は、6 月の総合防災訓練の参加に加え、自治会単位で安否確認の訓練ができるように、各団体で横の繋
がりをもつことの周知と理解を図り、自治会を中心に、自治会長や自主防、民生委員、福祉委員等が集まり、話
し合う機会を設けていくことになりました。

「社協と自主防災会との情報交換会」「社協と自主防災会との情報交換会」
河合
地区

令和６年度　各地区社協会長

　令和６年４月２２日
福井市地区社協連絡
協議会総会が開催され、
新役員が選出されました。 
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齢
高
し
ら
暮
り
と
ひ
、
は
協
社
区
地
本
松

　

期
早
の
題
問
る
こ
起
で
域
地
と
増
急
の
者

連
に
共
と
体
団
種
各
て
け
向
に
決
解
見
発

。
す
ま
い
て
し
動
活
て
し
に
密
を
携

。
す
ま
し
介
紹
を
動
活
の
て
し
通
を
間
年

　

住
区
地。
施
実
で
所
か
８
の
区
地
は
」
ン

　

。
た
し
で
評

　

フ
リ
も
体
も
心
し
か
動
を
体
に
め
た
の

　

兼
を
認
確
否
安
へ
者
齢
高
し
ら
暮
り
と
ひ
＊

し
ま
き
て
え
考
を
組
取
う
よ
い
な
さ
や
絶

。
た

松
〔
た
れ
わ
行
で
館
育
体
の
校
学
小
本
松

　

。
た
し
ま
し
催
開
を』
ア

体
似
擬
者
齢
高
・
者
い
が
障
覚
視、
会
談
相

る
せ
ら
暮
て
し
心
安
が
も
誰

り
く
づ
会
社
域
地
　

体
り
く
づ
物
小
の」
ン
ロ
サ
う
ゆ
う
ゆ
「、
験

し
楽
も
で
達
も
ど
子
い
さ
小
や
者
齢
高
、
験

。
た
し
ま
い
わ
賑
で
々
方
の
人
０
２
３
約
は

福
で
ま
人
大
ら
か
も
ど
子
も
ら
か
れ
こ

　

。
す
ま
い
思
と
い
た
き
い
て

　
　会
議
協
祉
福
会
社
区
地
本
松

子
満

　田
山

　務
庶

美
代
喜
田
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
か
が
間
時
に
整
調
別
個
、
等」
か
る
せ
さ

の
へ
民
住
区
地
湊
、
ね
重
を
回。
た
し
ま
り

い
て
し
上
向
も
識
意
る
す
対
に
策
対
害
災

。
す
ま

会
災
防
主
自
・
会
合
連
会
治
自、
も
後
今

　

、
め
深
を
絆
が
民
住
域
地、
せ
わ
合
を
力
と

り
く
づ
ち
ま
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
で
全
安

。
す
ま
き
い
て
し
指
目
を

　
　会
議
協
祉
福
会
社
区
地
湊

成
重

　本
梶

　長
会 、

し
な
い
憂
ば
れ
あ
え
備

て
め
深
を
絆
り
よ
頃
日
　

協
社
区
地

の

動
活

と

組
取

を

す
ま
し
介
紹

協
社
区
地

の

動
活

と

組
取

を

す
ま
し
介
紹

第18回第18回

区
地
本
松

区
地
湊

、
し
置
位
に
部
西
の
市
井
福
、
は
区
地
湊

　

の
桜
、
り
し
は
が
」
り
通
ら
く
さ
「
に
西
東

有
て
し
と
ル
ネ
ン
ト
の
桜
は
に
期
時
花
開

・
手
照
「
な
名

り
通
木
並
桜
町
木

多
は
」

、
は
に
代
時
戸
江。
す
ま
い
わ
賑
で
人
の
く

、
り
あ
が
場
き
着
船
に
い
沿
岸
右
川
羽
足

の
等」
屋
莨
「」
園
秀
三
「」
屋
藁
「、
り
お
て

。
す
ま
り
あ
く
多
も
跡
史

域
地
せ
わ
合
を
力
「、
は
で
協
社
区
地
湊

　

」
り
く
づ
ち
ま
る
せ
ら
暮
て
し
心
安
で
祉
福

つ
・
り
く
づ
と
ひ
「、
と
も
の
念
理
本
基
を

本
基
を
」
り
く
づ
ち
ま
・
り
く
づ
り
が
な

近
、
は
在
現。
た
し
ま
き
て
し
動
活
に
標
目

を
害
被
雨
大
や
震
地
の
で
島
半
登
能
の
年

い
つ
に
法
方
の
難
避
別
個
の
時
害
災、
け
受

係
関
区
地
湊
、
え
交
も
課
理
管
機
危
市
て

月
で
名
数
者

1

期
定
と
議
会
者
表
代
の
回

別
個。
た
し
ま
き
て
い
開
を
会
修
研
な
的

祉
福
・
員
委
童
児
生
民
、
は
に
画
計
難
避

情
な
要
必
の
者
援
支
要
、
て
え
交
を
員
委

害
災
、
は
題
問。
た
し
ま
き
て
し
有
共
を
報

難
避
に
う
よ
の
ど、
に
こ
ど、
が
れ
だ
「に
時

て
る
て

 

　
　
　

 

き 

ち
ま

 

み
な
ら
く
さ

 

き    

お
ど

ち
ま
お
し

         

き  

ち
ま

                       

ら
わ

 

や         
        

や
こ
ば
た

松本地区社協　福祉フェアの様子

湊地区社協　民生児童委員・福祉委員合同研修
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